
NPO法人 和歌山地域医療情報ネットワーク協議会　第22回シンポジウム

PHR
～スマホから医療を～

13:30 ～ 開会あいさつ

13:35 ～ PHRとは　   入江真行（wamina 理事長）

14:35 ～ 休憩

14:40 ～ 患者と情報が「ともに動く」時代へ― EHR・PHR 統合がひらく、患者中心の医療 ―　
　講師：廣田健一氏（札幌医科大学附属病院 次世代医療情報システム開発室病院教授）

15:10 ～ 医療DXが拓く患者中心の新しい医療
　講師：武田理宏氏（大阪大学医学部附属病院 医療情報部教授）

15:40 ～ 青洲リンク PHR の取り組み～マイナンバーカードを用いたオンライン同意導入効果と今後の利活用～
　講師：西川彰則氏（和歌山県立医科大学附属病院 医療情報部教授）

事例紹介１

事例紹介２

事例紹介３

16:10 ～ 休憩

16:15 ～ 総合討論（パネルディスカッション）

16:55 ～ 閉会あいさつ

10月17日（土）
13:30 ～17:00（開場 13:00）

2026 年

和歌山市手平2-1-2
和歌山ビッグ愛 会議室1201

(Personal Health Record)

定員　会場：90名（先着順）
　　　アーカイブ配信：100 名
参加費　会場：1,000 円（会場にて申し受けます）
　　　　アーカイブ配信 ：1,000 円（peatix にて受付）
　　　　　配信期間：10/19 ～11/2予定

医療情報技師ポイント：３ポイント（予定）

主催　NPO法人 和歌山地域医療情報ネットワーク協議会（wamina）
後援（予定）　和歌山県、（一社）和歌山県医師会、（一社）和歌山県薬剤師会、（公社）和歌山県病院協会、
　　　　　　  和歌山県情報化推進協議会、日本医療情報学会関西支部、関西医療情報処理懇談会

プログラム（予定）

お問い合わせ NPO法人 和歌山地域医療情報ネットワーク協議会（wamina）
〒640-8215　和歌山市橋丁 23番地　N4ビル1F　TEL:073-488-7316
E-mail： info@wamina.jp　http://www.wamina.jp/

我が国の現状では、個人の医療や健康に関する記録（情報）は、
関係する病院や診療所、検診センターなどに散らばって保管され
ています。PHR とは、個人がみずからの医療、健康に関する情
報を一貫して収集、保存、活用できる、いわばスマホ版医療・
健康手帳ともいえる仕組みをいいます。今回のシンポジウムでは、
この PHR に焦点を当て、その現状、課題、展望などについて皆
さんと考えてみたいと思います。

基調講演基調講演13:45 ～

国が進める医療・介護DXの最新情報
講師：長嶺由衣子氏（厚生労働省 政策統括官付 医療情報連携担当参事官室 室長）



※定員（90名）になり次第、締め切らせていただきます。

場

会場へのアクセス

参加お申込み

講師プロフィール

会場参加：2026年10月14日（水）
アーカイブ配信：2026年10月18日（日）

締め切り

E-mail：info@wamina.jpメール
https://forms.gle/GdoJkQs9hgu7Xh2x8
左の二次元コードからもアクセスできます。

https://wamina22.peatix.com
右の二次元コードからもアクセスできます。

お申込み方法 メールまたは、申し込みフォームに必要事項をご記入の上、お申込みください。

■南海電鉄「和歌山市駅」より
　バス 約25分（1番のりば）
　「北出島」または「手平出島」バス停下車
■JR「和歌山駅」より
　徒歩 約20分
　タクシー 約10分
　バス 約10分（3番のりば）
　「北出島」または「手平出島」バス停下車
■阪和自動車道「和歌山I･C」より
　車で約10分・約4km
■駐車場
　和歌山ビッグホエール 有料駐車場
　和歌山ビッグ愛 有料駐車場

2009 年長崎大学医学部医学科卒。沖縄県立中部病院初期・後期研修。医師１人、看護師１人、事
務員１人の診療所長 ( 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター附属粟国診療所 ) を経て、
千葉大学予防医学センターにて、社会疫学の研究と介護予防の取り組みについて自治体の伴走支
援を行う。コロナ禍は神奈川近辺での在宅医療の立ち上げを行い、地域医療構想アドバイザー等を
経て2022 年より厚労省に入省。老健局で介護情報基盤等を担当した後、2025 年 8月より電子カル
テ情報共有サービス、2026 年 4月より医療情報室長。8月より現職。長嶺 由衣子 氏

1997 年大阪大学医学部医学科を卒業。大阪大学医学部附属病院、大阪労災病院で内科、循環
器内科の研修を受ける。
2006 年大阪大学博士課程を修了。2008 年大阪大学医学部附属病院医療情報部医員に着任。
以降、大阪大学医療情報学で特任助教、助教、准教授を務め、2022 年 4月より教授を拝命。

武田 理宏 氏

場

博士（工学）・医療情報技師。富士通株式会社、日本アイ・ビー・エム株式会社を経て、札幌医
科大学附属病院に勤務。現在は次世代医療情報システム開発室長・病院教授を務める。次期
医療情報システムの開発を全体統括するとともに、電子カルテ情報とPHRを統合した医療デー
タ基盤の構築および臨床・研究での活用に取り組んでいる。

1995 年上智大学理工学部物理学科卒業。1997 年同大学大学院理工学研究科博士前期課程修了
後、日本ディジタルイクイップメント株式会社にてシステムエンジニアとして勤務。
2001 年群馬大学医学部に学士編入学し、2005 年卒業。自治医科大学附属病院、岩手県立千廐病
院、栃木県立がんセンターなどを経て、血液内科診療に従事。
2012 年和歌山県立医科大学血液内科学講座助教。輸血部講師・准教授、医療情報部次長・部長、
病院教授を経て、2024 年より同大学附属病院医療情報部教授・部長。西川 彰則 氏

申し込みフォームURL ＊会場参加

＊アーカイブ配信

※会場参加、アーカイブ配信のいずれも、参加・視聴が
　確認できれば医療情報技師のポイント申請可能です。
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廣田 健一 氏

・配信期間：10/19 ～ 11/2 予定
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